
―
百
人
夫
方
代
勤
―
人
馬
方
―
押
方
―
郷
筒
世
話
方
―
子
供
役
格

―
帯
刀
御
免
の
者
―
口
屋
番
の
順
で
あ
っ
た
。
続
い
て
下
踏
み
が

農
兵
―
郡
医
―
御
手
当
―
郷
筒
―
准
農
兵
―
平
百
姓
の
順
で
あ
っ

た
（「
長
井
大
庄
屋
日
記
」）。

⑦

当
初
は
、
上
踏
み
も
下
踏
み
も
同
じ
場
所
で
像
踏
み
を
行
っ
た

え
ん

が
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
絵
踏
か
ら
上
踏
み
の
者
は
椽
側

で
、
下
踏
み
の
者
は
雨
覆
い
の
上
家
を
掛
け
た
所
で
踏
む
こ
と
に

な
っ
た
。

⑧

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
の
宗
門
改
め
・
絵
踏
以
降
、
年
貢
早
期

皆
済
の
者
に
は
酒
二
升
を
与
え
て
褒
賞
し
、
絵
踏
の
免
除
（
抜
け

た
わ
ら
こ
し
ら

踏
み
）
を
し
た
。
ま
た
、
俵

拵
え
の
良
い
者
も
絵
踏
の
免
除
を

し
た
。
絵
踏
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
女
性
で
も
、
年
貢
の
早

皆
済
、
俵
拵
え
の
良
い
者
に
は
銀
一
両
の
褒
賞
を
与
え
た
（「
国

作
手
永
大
庄
屋
日
記
」）。
こ
の
よ
う
に
、
宗
門
改
め
・
絵
踏
に
あ

た
っ
て
は
、
褒
賞
制
度
が
行
わ
れ
、
勧
業
・
勧
農
が
奨
励
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

⑨

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ド
ン
ク
ル＝

キ
ュ

ル
シ
ウ
ス
は
、
絵
踏
の
廃
止
を
長
崎
奉
行
に
進
言
、
同
五
年
（
一

八
五
八
）
に
長
崎
の
絵
踏
は
停
止
さ
れ
た
。
中
津
藩
の
絵
踏
は
万

延
元
年
（
一
八
六
〇
）
閏
三
月
に
廃
止
と
な
り
（「
惣
町
大
帳
」）、

小
倉
藩
の
絵
踏
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
実
施
が
最
後
で
、

藩
が
持
っ
て
い
た
踏
絵
が
同
年
の
小
倉
戦
争
（
長
州
戦
争
）
で
焼

失
し
た
の
を
契
機
に
、
以
後
廃
止
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
絵
踏
制
度

は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
全
面
的
に
廃
止
さ
れ
た
。

第
三
節

地
域
社
会
の
変
容
と
制
度
改
革

享
保
飢
饉

延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）、
三
年
と
連
続
し
て
大
暴
風

雨
が
襲
来
、
延
宝
七
年
の
大
暴
風
は
大
凶
作
を
も
た
ら

し
、
翌
八
年
も
二
年
連
続
の
凶
作
と
な
っ
た
。
し
か
し
藩
は
年
貢
徴
収
を

ゆ
る
め
る
こ
と
な
く
農
村
で
は
餓
死
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
宝
永
二
年

（
一
七
〇
五
）、
同
七
年
は
暴
風
雨
で
収
穫
は
減
少
し
て
い
る
。
享
保
期

に
入
っ
て
も
同
四
年
か
ら
六
年
、
同
九
年
と
暴
風
雨
・
洪
水
で
、
九
年
に

は
幕
府
が
小
倉
藩
に
五
〇
〇
〇
石
の
救
援
米
を
支
給
し
た
。
そ
し
て
享
保

十
七
年
は
、
小
倉
藩
領
で
は
「
前
の
五
月
末
方
よ
り
雨
降
り
だ
し
、
閏
五

月
廿
七
日
迄
雨
降
り
続
き
、
右
の
内
四
日
ほ
ど
降
ら
ず
日
あ
り
、
そ
の
余

は
昼
夜
と
も
に
降
り
通
し
」（『
四
日
市
村
年
代
記
』）
と
長
雨
が
降
り
「
享

保
十
七
壬
子
年
、
大
飢
饉
抜
書
、
麦
作
赤
手
入
大
寿
（
麦
）
五
歩
小
麦
二

歩
也
、
五
月
閏
は
雨
降
事
五
十
日
、
此
時
に
当
り
人
民
夥
敷
病
む
」（「
倉

府
見
聞
集
」『
豊
前
叢
書
』
第
二
巻
、『
福
岡
県
史
資
料
』
第
三
輯
）
と
長
雨

に
よ
る
麦
不
作
と
多
数
の
病
者
発
生
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
決

定
的
な
追
い
打
ち
を
か
け
た
の
が
「
七
月
上
旬
よ
り
小
倉
領
中
稲
虫
夥
く

損
毛
あ
り
」（「
小
倉
藩
政
雑
志
・
歴
代
藩
主
五
・
三
代
忠
基
」『
豊
前
叢
書
本

こ
う
ち
ゅ
う

輯
』
第
八
号
、
四
七
頁
）
と
い
う
蝗
虫
の
甚
大
な
被
害
で
あ
っ
た
。「
実
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盛
さ
ん
は
、
ご
ー
死
ん
だ
、
そ
の
虫
は
御
供
で
、
ア
ト
ツ
ケ
、
マ
ン
ヅ
ケ
、

エ
イ
ホ
イ
、
ワ
ー
イ
」（
築
上
郡
文
化
財
協
会
「
ふ
る
さ
と
の
う
た
」）
あ
る

い
は
「
実
盛
さ
ん
は
、
加
賀
の
国
の
篠
原
で
、
お
り
ょ
ん
し
ょ
を
構
え

て
、
根
虫
・
葉
虫
・
こ
ん
か
虫
・
よ
ろ
ず
虫
の
御
供
で
、
エ
ー
イ
、
エ
ー

イ
、
ワ
ー
」（
同
上
）
な
ど
の
虫
送
り
の
行
事
も
な
さ
れ
た
こ
と
は
、

「
村
々
小
糠
虫
付
候
に
て
（
中
略
）
寒
田
（
さ
わ
だ
。
現
築
城
町
）
に
て
、

実
盛
人
形
こ
し
ら
え
、
か
ね
・
太
鼓
を
打
ち
、
子
供
に
紙
の
ぼ
り
と
も
持

せ
候
て
、
寒
田
よ
り
下
り
、
追
下
し
候
は
ば
、
村
々
受
取
り
、
追
下
し
候

へ
と
申
し
付
け
候
（「
安
武
手
永
大
庄
屋
日
記
」
豊
津
町
歴
史
民
俗
資
料
館

蔵
、『
豊
津
町
史
』
上
巻
、
一
一
四
六
頁
）
か
ら
も
知
ら
れ
る
が
、
残
念
な

が
ら
そ
の
効
果
は
み
ら
れ
ず
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
上
毛
郡
所
在
の
大

富
神
社
（
豊
前
市
）
史
料
は
「
子
ノ
年
稲
く
さ
り
国
中
か
い
そ
ん
（
皆
損
）

也
、
種
子
な
し
ニ
成
ル
」（
仮
題
「
年
代
記
」）
あ
る
い
は
「
七
月
ヨ
リ
イ

子
（
稲
）
ク
サ
ル
、
カ
イ
ソ
ン
（
皆
損
）
ニ
ナ
ル
、
人
多
ク
死
ス
」（「
正

徳
五
年
よ
り
年
代
記
」）
と
、
端
的
に
被
害
の
甚
大
さ
を
表
現
し
て
い
る
。

小
倉
藩
は
九
月
に
な
っ
て
幕
府
へ
救
済
を
申
請
し
、
そ
の
結
果
一
万
二
〇

〇
〇
両
の
借
用
と
公
儀
廻
米
が
あ
り
（「
小
倉
藩
政
雑
志
・
歴
代
藩
主
五
・

三
代
忠
基
」、
四
七
〜
四
八
頁
）、
ま
た
こ
の
年
の
冬
に
は
「
当
冬
に
至
り

領
中
村
田
に
付
農
民
共
追
々
飢
渇
に
及
ぶ
。
之
依
中
津
口
門
外
馬
場
に
小

屋
を
被
建
救
の
施
行
あ
り
」（
同
上
、
四
八
頁
）
と
施
行
事
業
も
見
ら
れ

た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
多
数
の
死
者
が
出
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
飢
饉

の
一
四
年
後
の
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）、
幕
府
巡
見
使
へ
の
回
答
と
し

て
作
成
さ
れ
た
「
小
倉
領
巡
見
上
使
心
得
書
」（
小
笠
原
文
庫
）
に
は

「
末
々
の
者
飢
え
候
に
付
き
、
雑
穀
取
り
交
ぜ
、
度
々
救
米
な
ど
差
し
出

さ
れ
候
。
そ
の
上
公
儀
（
幕
府
）
よ
り
も
御
廻
米
な
ど
仰
せ
付
け
ら
れ
、

一
統
あ
り
が
た
く
存
じ
奉
り
候
」
と
藩
や
幕
府
か
ら
救
援
食
料
米
の
支
給

が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
し
か
し
「
し
か
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
冬
よ

り
、
市
郡
と
も
に
殊
の
ほ
か
時
疫
流
行
、
お
び
た
だ
し
く
人
数
損
い
、
右

病
気
に
て
途
中
に
煩
い
付
き
、
道
路
に
寝
伏
し
候
者
ど
も
、
当
地
の
者
に

限
ら
ず
あ
ま
た
御
座
候
（
中
略
）
右
飢
え
の
上
疫
病
相
煩
い
、
こ
れ
に
よ

り
損
じ
候
者
ど
も
大
勢
に
て
御
座
候
」
と
、
多
数
の
死
者
が
出
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

飢
饉
と
勝
山
地
域

凶
作
が
深
刻
化
し
飢
饉
に
よ
る
死
者
が
続
出
し
て

く
る
状
況
を
、
い
く
つ
か
の
記
録
が
語
っ
て
い

る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、「
当
時
飢
を
凌
ぎ
居
り
候
者
も
生
き
た
る
心
地

無
く
、
余
所
の
あ
わ
れ
肥
た
る
男
女
一
人
も
無
く
、
年
も
暮
れ
て
享
保
十

八
年
と
成
れ
り
」（「
倉
府
見
聞
集
」）
と
享
保
十
八
年
に
か
け
て
の
不
吉

な
予
感
が
示
さ
れ
、
そ
れ
は
「
老
人
・
子
供
・
小
児
・
病
者
な
る
者
は
、

前
々
よ
り
飢
え
弱
り
候
て
、
村
々
二
十
人
、
三
十
人
ず
つ
餓
死
」（『
四
日

は
な
し

市
村
年
代
記
』）
あ
る
い
は
「
小
倉
よ
り
帰
る
人
の
咄
に
て
、
曽
根
よ
り

狸
山
の
間
に
死
人
十
四
人
、
道
に
倒
れ
居
り
候
由
、
前
後
所
々
に
て
都
合

十
五
人
、
中
津
口
よ
り
大
橋
ま
で
、
五
里
の
間
な
り
」（「
倉
府
見
聞

集
」）
と
、
領
内
各
所
で
の
多
数
の
餓
死
者
が
出
る
こ
と
に
よ
り
現
実
化

し
た
。
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と
こ
ろ
で
小
倉
藩
に
は
小
倉
開
善
寺
住
職
大
宙
禅
師
が
、
藩
命
に
よ
り

延
享
元
年
に
作
り
上
げ
た
過
去
帳
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
小
倉
藩
領
内

で
四
万
六
〇
〇
人
余
り
、
こ
の
う
ち
京
都
郡
内
で
は
六
〇
九
七
人
の
餓
死

者
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
小
倉
藩
領
の
総
人
口
は
こ
の
享
保
飢
饉
後

一
三
万
人
前
後
で
推
移
し
て
お
り
（
『
北
九
州
市
史
』
近
世
編
、
三
三
三
頁
、

表
七
〇
）。
ま
た
京
都
郡
内
の
人
口
も
同
時
期
に
一
万
三
〜
四
〇
〇
〇
人

前
後
で
あ
る
（
同
上
表
七
一
）。

こ
の
享
保
飢
饉
後
の
人
口
動
向
か
ら
す
れ
ば
、
過
去
帳
に
よ
る
死
者
数

は
極
め
て
多
く
、
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
正
月
段
階
で
の
各
藩
と
天

領
の
餓
死
者
総
計
一
万
二
〇
〇
〇
人
と
す
る
幕
府
統
計
（『
徳
川
実
紀
』

八
）
と
比
べ
て
も
、
過
去
帳
の
死
者
数
は
実
態
と
は
い
え
な
い
と
も
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
伊
勢
国
度
合
郡
南
島
出
身
で
日
向
佐
土
原
を
経
て
享
保

十
年
に
小
倉
開
善
寺
に
き
て
修
行
を
重
ね
、
同
十
二
年
に
同
寺
第
十
世
住

職
と
な
っ
た
大
宙
禅
師
は
藩
領
全
域
を
供
養
を
行
い
な
が
ら
回
り
、
そ
の

結
果
作
成
さ
れ
た
過
去
帳
で
、
各
村
単
位
で
あ
る
か
ら
こ
そ
具
体
的
で
説

得
力
も
感
じ
る
。
お
そ
ら
く
は
飢
饉
発
生
時
の
享
保
十
七
年
（
一
七
三

二
）
か
ら
過
去
帳
完
成
時
の
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
ま
で
の
死
者
数
の

総
計
と
も
み
ら
れ
、
ま
た
現
勝
山
町
域
で
い
え
ば
村
の
規
模
を
反
映
し
た

死
者
数
と
も
思
わ
れ
、
飢
饉
後
一
〇
年
ほ
ど
餓
死
者
数
の
実
態
を
あ
る
程

度
表
し
た
人
数
と
こ
こ
で
は
み
て
お
き
た
い
。
過
去
帳
に
よ
れ
ば
、
黒
田

手
永
と
し
て
上
黒
田
一
七
四
人
、
下
黒
田
一
四
三
人
、
上
田
九
三
人
、
箕

田
七
六
人
、
長
川
五
一
人
、
宮
原
五
三
人
、
浦
河
内
二
九
人
、
両
矢
山
七

六
人
、
岩
熊
四
八
人
、
池
田
七
三
人
、
久
保
手
永
と
し
て
上
野
五
〇
人
、

新
町
（
上
野
新
町
）
七
二
人
、
御
手
水
六
五
人
、
図
師
七
一
人
、
平
尾
三

六
人
、
下
田
二
一
人
、
上
久
保
一
七
六
人
、
中
久
保
一
二
人
、
下
久
保
二

五
人
、
飛
松
一
八
人
、
菩
提
六
八
人
、
現
町
全
域
で
は
餓
死
者
が
一
四
三

〇
人
に
及
ん
で
い
る
。

延
享
三
年
の
幕
府
巡
見
使
へ
の
返
答
書
に
よ
れ
ば
こ
の
と
き
の
損
亡
状

況
は
一
四
万
八
四
七
三
石
余
、
年
貢
収
納
高
は
六
万
五
九
七
六
石
余
と
い

う
（『
福
岡
県
史
資
料
』
第
二
輯
）。
ち
な
み
に
延
享
三
年
の
領
内
総
生
産

高
は
二
二
万
四
四
四
九
石
余
、
物
成
高
は
九
万
九
五
〇
〇
石
余
で
、
こ
れ

を
通
常
年
と
す
れ
ば
、
高
に
し
て
六
六
・
一
％
の
被
害
、
年
貢
高
は
三
三

％
の
減
収
と
な
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
享
保
飢
饉
に
代
表
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
は
そ
の

後
の
農
村
の
窮
乏
化
を
深
化
さ
せ
る
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
、

そ
れ
は
農
村
の
荒
廃
化
と
差
別
政
策
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

差
別
問
題

元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
の
人
畜
改
帳
に
も
「
か
わ

た
」・「
か
わ
や
」
と
あ
る
が
、
小
笠
原
期
に
は
こ
れ
が

「
穢
多
」
呼
称
に
か
わ
っ
た
と
さ
れ
、
公
式
に
使
わ
れ
た
初
見
は
元
禄
二

年
（
一
六
八
九
）
と
い
う
（
松
崎
武
俊
『
部
落
解
放
史
発
掘
』
一
六
四
頁
）。

享
保
七
年
、
幕
府
は
非
人
は
穢
多
の
手
下
と
し
て
位
置
づ
け
る
判
決
を

し
、
享
保
八
年
に
は
非
人
に
茶
筅
髪
を
強
制
し
、
か
ぶ
り
も
の
を
禁
じ
る

な
ど
服
装
規
定
に
よ
っ
て
農
工
商
と
差
別
す
る
こ
と
を
実
現
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
享
保
十
三
年
、
一
二
・
五
％
の
年
貢
増
徴
を
し
、
倹
約
令
を
出
す
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と
と
も
に
、
そ
の
追
加
と
し
て
穢
多
・
九
品
念
仏
・
非
人
を
対
象
に
厳
し

い
生
活
規
制
を
発
布
し
た
（
田
川
郡
添
田
町
中
村
家
文
書
。
松
崎
前
掲
書
一

六
五
〜
六
頁
）。
そ
こ
で
は
、
晴
眼
の
女
性
が
「
ご
ぜ
（
瞽
女
）」
の
弟
子

に
な
っ
た
徘
徊
の
禁
止
（
第
一
条
）、
穢
多
・
九
品
念
仏
・
非
人
へ
の
宿

貸
し
禁
止
（
二
条
）、
雨
天
時
を
含
め
た
穢
多
・
非
人
の
か
ぶ
り
物
禁
止

（
二
条
）、
非
人
の
歌
唄
い
、
物
ま
ね
の
禁
止
（
三
条
）、
非
人
に
よ
る
物

乞
い
の
無
理
強
い
禁
止
（
四
条
）、
非
人
小
屋
の
家
作
事
を
禁
止
と
切
家

の
小
屋
掛
へ
の
強
制
（
四
条
）、
非
人
の
髪
は
藁
か
引
き
さ
き
紙
で
茶
筅

に
て
の
髪
結
い
強
制
（
四
条
）、
百
姓
・
町
人
に
対
す
る
穢
多
・
九
品
念

仏
・
非
人
に
よ
る
「
我
が
ま
ま
」
の
禁
止
（
第
五
条
）
な
ど
、
百
姓
・
町

人
と
の
身
分
差
別
と
そ
れ
に
と
も
な
う
衣
服
・
家
作
な
ど
を
含
め
た
生
活

規
制
が
強
制
さ
れ
た
。

享
保
十
七
年
、
小
倉
藩
で
は
「
触
」
を
出
し
た
。
そ
こ
で
は
宗
門
改
帳

に
つ
い
て
「
郡
中
穢
多
男
女
共
、
悉
相
改
、
別
帳
に
て
指
出
可
申
」「
非

人
右
同
断
」
と
穢
多
・
非
人
と
さ
れ
る
人
々
に
つ
い
て
別
帳
で
仕
立
て

（
第
一
・
二
条
）、「
穢
多
・
非
人
共
ニ
、
往
来
之
猿
牽
・
諸
勧
進
・
胡
乱

成
者
」
が
「
多
く
御
郡
中
徘
徊
」
し
て
い
る
と
し
て
こ
れ
を
「
不
届
」
と

し
、
も
し
宿
賃
な
ど
し
た
場
合
は
、
死
罪
（
第
三
条
）
と
し
た
（
中
村
家

文
書
。
松
崎
前
掲
書
一
六
六
五
頁
）。
こ
の
よ
う
な
宗
門
改
め
の
別
帳
仕
立

と
そ
の
差
別
化
は
、
天
災
や
農
村
の
窮
乏
化
に
よ
る
農
村
人
口
の
減
少
・

出
奔
・
流
浪
が
穢
多
・
非
人
の
人
口
増
加
を
も
た
ら
し
た
、
と
い
う
こ
と

も
背
景
の
一
つ
に
想
定
さ
れ
、
流
浪
者
の
非
人
化
に
よ
る
非
人
取
締
の
た

め
の
穢
多
の
役
目
の
確
立
も
必
要
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
は
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
の
午
の
年
に
行
わ
れ
六

年
に
一
度
（
子
年
と
午
年
）
調
製
し
て
幕
府
に
提
出
す
る
「
人
別
改
帳
」

の
、
被
差
別
部
落
分
を
別
帳
仕
立
て
に
す
る
先
駆
も
な
し
た
。

ま
た
出
奔
百
姓
の
増
加
に
対
す
る
新
百
姓
取
立
て
に
被
差
別
民
が
投
入

さ
れ
る
と
い
う
動
き
も
み
ら
れ
た
。
皮
革
関
係
を
は
じ
め
商
品
経
済
の
発

展
に
と
も
な
う
農
村
の
商
品
作
物
の
た
め
の
様
々
な
雑
業
、
例
え
ば
生
蝋

生
産
の
た
め
の
櫨
の
実
さ
ら
し
の
よ
う
な
、
悪
臭
を
放
つ
人
が
い
や
が
る

仕
事
、
そ
の
よ
う
な
も
の
に
従
事
し
な
が
ら
、
条
件
が
悪
い
狭
い
耕
作
地

へ
も
新
百
姓
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
た
。
従
来
の
集
落
か
ら
離
れ
た
そ
の

よ
う
な
悪
条
件
の
場
所
に
、
二
軒
・
三
軒
と
投
入
さ
れ
、
新
し
い
被
差
別

民
の
集
落
が
増
加
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
向
も
社
会

的
・
体
制
的
な
差
別
を
受
け
る
人
々
が
増
加
す
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ

た
。風

俗
問
題
と
差
別

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
差
別
問
題
は
、
村
へ
の

う

ろ
ん
て
い

「
胡
乱
体
の
者
」「
盗
人
」
な
ど
の
入
り
込
み
に

よ
る
地
域
秩
序
・
風
俗
の
乱
れ
と
関
連
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
寛
延

三
年
（
一
七
五
〇
）
の
「
達
」（『
豊
津
町
史
』
上
巻
、
九
〇
四
頁
）
で
は
、

「
踊
り
、
操
り
」
な
ど
の
芸
能
者
の
村
滞
在
を
禁
じ
（
第
一
条
）、「
盗
人

徘
徊
」
し
「
博
奕
な
ど
い
た
す
者
」
の
よ
う
な
「
胡
乱
体
の
者
」
を
召
し

捕
ら
え
る
（
第
二
・
三
条
）
と
し
た
う
え
で
「
御
郡
中
穢
多
・
非
人
ど
も

儀
は
、
盗
人
体
相
し
ら
べ
申
す
筈
の
と
こ
ろ
、
右
の
詮
議
を
ば
致
さ
ず
、
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か
え
っ
て
右
体
の
者
引
き
あ
わ
せ
、
宿
を
も
借
し
候
よ
う
相
聞
こ
え
候
、

た
だ
い
ま
ま
で
不
調
べ
に
い
た
し
候
儀
は
そ
の
分
に
さ
し
免
じ
候
、
こ
の

後
随
分
心
掛
け
、
盗
人
ま
た
は
胡
乱
な
る
も
の
ど
も
召
し
捕
り
候
よ
う
仕

る
べ
く
候
」（
第
三
条
）
と
、
穢
多
・
非
人
が
秩
序
・
風
俗
を
乱
す
外
部

か
ら
の
侵
入
者
（
芸
能
者
・
盗
人
・
胡
乱
者
）
を
取
り
締
ま
る
べ
き
な
の

に
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
者
を
村
内
に
引
き
入
れ
て
い
る
と
み
て
い
た
。

藩
側
か
ら
み
れ
ば
、
秩
序
・
風
俗
を
混
乱
に
導
く
人
々
と
差
別
さ
れ
る

人
々
と
は
、
あ
る
意
味
で
同
じ
範
疇
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
は
例
え
ば
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
の
「
達
」（『
同
上
』
上
巻
、
九

〇
五
〜
六
頁
）
に
「
村
々
へ
居
り
候
非
人
ど
も
は
、
諸
人
の
恵
み
を
も
っ

て
渡
世
致
し
候
に
つ
き
、
そ
の
方
角
に
盗
人
ど
も
立
ち
入
り
申
さ
ず
候

や
、
昼
夜
心
掛
け
打
ち
回
り
申
す
は
ず
の
所
、
さ
は
こ
れ
な
く
、
近
来
、

盗
人
召
し
捕
り
、
宿
等
の
調
べ
致
し
候
え
ば
、
非
人
小
屋
へ
宿
致
し
、
博

奕
致
す
の
趣
白
状
に
及
び
候
、
以
来
胡
乱
の
者
参
り
候
は
、
そ
の
通
り
に

致
し
置
き
候
は
ば
、
か
え
っ
て
所
の
害
を
致
さ
せ
候
に
つ
き
、
穢
多
ど
も

へ
申
し
付
け
、
存
分
に
片
付
け
さ
せ
申
す
べ
き
こ
と
」（
第
四
条
）
と
あ

る
よ
う
に
、
非
人
の
盗
人
行
為
へ
の
加
担
、
盗
人
の
非
人
小
屋
へ
の
宿
借

と
そ
こ
で
の
博
奕
行
為
、
こ
の
よ
う
な
胡
乱
者
に
対
す
る
穢
多
に
よ
る
捕

縛
、
と
い
う
認
識
・
立
場
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

惣
定
免
制

明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
ご
ろ
の
施
策
と
し
て
注
目
さ

れ
る
の
は
、「
郡
方
大
意
」（『
門
司
郷
土
叢
書
』
第
一
巻

な
ど
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、（
１
）
人
別
・
村
別
で
や
っ
て
い
た
検
見

を
廃
止
「
惣
定
免
」
に
す
る
こ
と
、（
２
）
そ
の
た
め
郡
中
で
双
免
（
平

均
免
）
に
し
て
、
不
作
村
の
年
貢
未
進
分
を
余
裕
の
村
が
掛
米
を
命
じ
ら

れ
て
補
完
す
る
、
と
い
う
二
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
年
貢
上
納
額
は
事
実

上
、
免
引
（
控
除
）
に
よ
り
決
定
す
る
が
、
惣
定
免
は
こ
の
免
引
を
実
施

し
な
い
た
め
事
実
上
は
増
徴
と
な
る
。
一
方
で
、
そ
の
年
の
作
柄
に
か
か

わ
ら
ず
課
税
さ
れ
る
の
で
、
年
貢
を
納
め
な
い
未
進
の
農
民
・
村
が
出
現

す
る
。
こ
の
上
納
不
足
分
を
余
裕
あ
る
他
村
に
上
納
さ
せ
る
仕
組
と
い
え

る
。
こ
の
方
法
は
、
年
貢
率
の
増
加
な
ど
に
よ
る
増
徴
で
は
な
か
っ
た
に

せ
よ
、
不
作
・
凶
作
な
ど
の
災
害
時
の
検
見
引
や
臨
時
の
免
引
が
な
い
と

い
う
点
を
考
え
る
な
ら
ば
、
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
の
飢
饉
を
経
験

し
た
農
民
、
と
く
に
本
百
姓
に
と
っ
て
は
厳
し
い
徴
収
法
で
あ
っ
た
。

本
百
姓
の

救
済
と
規
制

更
に
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
五
月
、
御
建
替
仕
法
は

重
要
な
農
政
施
策
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
背
景
に

は
明
和
二
年
「
御
郡
中
夥
敷
蝗
虫
ニ
付
」（
安
永
文
書
「
万
歳
暦
上
」『
方

城
町
史
』
別
冊
・
資
料
）、
天
明
三
年
「
前
代
未
聞
の
御
引
」（
岡
崎
文
書

「
天
明
三
年
御
用
日
記
」、『
豊
津
町
史
』
上
巻
、
八
六
八
頁
）、
天
明
八
年

「
物
成
弐
万
三
百
四
拾
六
石
余
ノ
損
毛
」（「
豊
前
旧
租
要
略
」『
福
岡
県
史

資
料
』
第
八
輯
、
五
九
二
頁
）、
寛
政
四
年
「
肥
前
嶋
原
大
ヘ
ン
、
此
辺
迄

も
大
ナ
エ
」（
吉
尾
文
書
、『
方
城
町
史
』
別
冊
・
資
料
、
三
〇
五
頁
。
肥
前

島
原
雲
仙
岳
噴
火
は
寛
政
四
年
四
月
一
日
）
な
ど
、
虫
害
や
天
候
不
順
・
火

山
爆
発
等
の
天
災
に
よ
る
凶
作
が
あ
っ
た
。
特
に
寛
政
四
年
は
、
夏
以
来

害
虫
の
発
生
、
七
月
に
二
度
に
わ
た
る
大
風
雨
で
稲
の
出
穂
中
で
被
害
も
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大
き
く
「
六
十
一
年
之
忌
大
変
と
申
触
、
珍
敷
凶
作
」
と
な
っ
た
。
こ
の

た
め
領
国
中
で
は
五
万
八
〇
〇
〇
石
の
年
貢
免
除
が
あ
っ
た
と
い
い
、

人
々
は
「
万
民
格
別
之
餓
死
モ
無
之
、
皆
々
有
難
奉
存
、
殿
様
祭
リ
仕
候

事
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（「
安
永
文
書
」、『
豊
津
町
史
』
上
巻
、
八
六
八

頁
）。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
う
ち
重
な
る
凶
作
と
惣
定
免
制
の
矛
盾

は
、
本
百
姓
を
基
本
と
し
た
体
制
維
持
は
困
難
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
寛
政
五
年
九
月
「
御
建
替
ニ
付
御
条
目
」（
香
春
町

中
西
家
文
書
）
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
内
容
は
「
此
度
、
格
別
遂
詮
議
、

御
郡
中
役
人
を
も
相
減
、
切
銭
諸
役
目
な
ど
之
義
ニ
至
迄
、
成
丈
減
方
申

付
」
け
、
郡
中
役
人
の
経
費
削
減
に
目
的
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
少
々

ニ
而
も
下
方
力
ニ
可
相
成
」
と
、
領
民
の
負
担
軽
減
に
眼
目
が
あ
っ
た

（『
豊
津
町
史
』
上
巻
八
七
三
〜
四
頁
）。
こ
の
翌
年
、「
御
建
替
仕
法
帳
」

（
六
角
家
文
書
。『
田
川
市
史
』
上
巻
、
六
四
〇
〜
六
五
〇
頁
）
が
出
た
の
で

あ
る
。

施
策
の
根
本
は
夫
役
負
担
の
徴
収
転
換
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
高
役

目
相
止
、
人
数
役
目
被

仰
付
」
と
そ
の
基
準
を
百
姓
の
持
高
か
ら
人

数
、
す
な
わ
ち
郡
中
の
十
五
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
本
百
姓
・
無
高
百

姓
・
遊
民
・
諸
職
人
・
諸
商
人
な
ど
の
「
惣
人
数
高
ニ
而
相
勤
」
と
し
た

（
第
一
条
）。
そ
の
目
的
は
「
高
持
共
御
救
之
筋
」（
第
五
条
）、
す
な
わ
ち

高
持
で
あ
る
本
百
姓
の
救
済
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
背
景

が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
様
々
な
自
然
災
害
や
こ
れ
に
と
も
な
う
耕
作
人
口
の

減
少
に
よ
り
農
村
に
は
手
余
り
地
（
無
主
地
）
が
増
大
し
た
。
し
か
し
こ

れ
ら
手
余
り
地
に
も
課
税
さ
れ
続
け
ら
れ
る
の
で
、
村
請
の
原
理
に
よ
り

村
の
責
任
で
完
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
な
れ
ば
必
然
的
に
村
の
中

で
は
自
立
経
営
の
力
が
あ
っ
た
本
百
姓
層
へ
負
担
を
転
嫁
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
先
述
し
た
惣
定
免
制
は
改
変
さ
れ
な
い
う
え
で
の
対

策
で
あ
り
、
本
来
の
意
味
で
の
本
百
姓
救
済
に
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
。

具
体
的
施
策
は
手
余
り
地
の
年
貢
そ
の
他
の
不
足
分
を
補
う
べ
き
費
目

で
あ
る
諸
弁
（
わ
き
ま
え
）
米
な
ど
を
な
ら
し
て
本
百
姓
以
外
に
も
負
担

さ
せ
る
こ
と
で
、
一
方
で
年
貢
未
進
の
結
果
潰
百
姓
と
な
り
奉
公
人
と

な
っ
た
も
の
や
、
帳
外
れ
と
な
り
遊
民
化
し
た
者
を
農
村
労
働
力
と
し
て

確
保
し
、
人
数
役
目
（
夫
役
）
の
負
担
者
と
し
て
把
握
し
、
あ
わ
せ
て
こ

れ
ら
の
労
働
力
（
新
し
い
百
姓
層
）
に
よ
り
手
余
り
地
の
減
少
を
図
っ
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
施
策
は
百
姓
に
対
す
る
厳
し
い
生
活
規
制
を
伴
う

も
の
で
あ
っ
た
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
十
二
月
に
出
さ
れ
た
「
條
目
」

（『
福
岡
県
史
資
料
』
第
四
輯
、
五
八
八
頁
）
は
そ
れ
を
物
語
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、「
近
年
一
統
風
俗
悪
敷
相
成
、
百
姓
産
業
を
忘
れ
、
心
得
違
事

に
候
」（
第
一
条
）
と
、
最
近
百
姓
の
風
俗
が
悪
く
農
業
を
忘
れ
る
心
得

違
い
の
も
の
が
多
く
な
っ
て
き
た
と
指
摘
す
る
。
そ
の
う
え
で
「
四
季
耕

作
之
義
者
、
百
姓
之
家
業
に
候
間
、
随
分
相
励
可
申
義
、
専
要
之
事
に

候
、
近
年
一
統
凶
年
之
難
義
を
忘
れ
、
様
々
之
者
数
寄
致
し
、
朝
夕
美
食

酒
宴
遊
興
に
押
移
候
段
相
聞
へ
、
甚
以
不
相
済
事
に
候
、
以
来
堅
相
慎
、

質
素
倹
約
第
一
に
相
守
申
候
、
右
之
風
俗
を
見
馴
、
荒
仕
子
、
下
女
迄
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も
、
食
物
数
奇
致
し
候
様
、
自
然
と
相
成
候
」（
第
十
六
条
）
と
凶
作
の

苦
し
さ
を
忘
れ
、
遊
興
に
明
け
暮
れ
る
生
活
を
す
る
の
は
不
届
き
で
あ
る

ば
か
り
か
、
そ
の
よ
う
な
風
潮
が
奉
公
人
に
ま
で
覆
っ
て
い
る
と
し
た
。

そ
し
て
、
出
府
に
際
す
る
乗
り
馬
の
特
権
や
衣
類
・
参
宮
・
神
事
な
ど
に

つ
い
て
も
厳
し
い
規
制
を
課
し
た
。

寛
政
十
年
の
書
付

こ
の
時
期
、
こ
の
よ
う
な
救
済
と
規
制
は
巧
み
に

使
い
分
け
ら
れ
、
領
民
支
配
は
展
開
し
た
。
寛
政

十
年
十
月
一
日
の
「
書
付
」（「
小
倉
藩
政
・
歴
代
藩
主
六
・
忠
苗
」『
豊
前

叢
書
本
輯
』
第
九
号
、
二
三
〜
四
頁
）
で
は
、「
六
郡
え
御
救
銀
莫
大
に
被

下
置
」
ま
た
「
御
領
中
貧
民
一
統
御
救
被
成
下
」
と
い
う
方
針
が
示
さ

れ
、
ま
た
「
鰥
寡
孤
独
之
も
の
病
身
等
に
て
身
稼
も
難
相
成
撫
育
之
親
類

も
無
之
位
に
て
乞
食
体
に
至
」
る
よ
う
な
人
々
救
済
を
目
的
に
「
御
城
下

御
門
外
に
撫
育
所
」
が
建
て
ら
れ
、「
右
躰
之
者
え
は
朝
夕
食
物
は
勿
論

療
養
を
も
被
成
下
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
財
源
は
前
月
の
九
月
十
五
日
、
犬

甘
兵
庫
知
寛
が
藩
主
忠
苗
に
示
し
た
小
倉
宝
蔵
の
貯
銀
、
そ
れ
は
二
〇
貫

目
入
り
の
箱
が
四
百
余
箱
に
の
ぼ
っ
た
と
い
い
「
公
務
を
は
じ
め
封
内
土

民
の
撫
育
武
備
褒
賞
」
の
た
め
に
蓄
え
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
こ
れ
が
充

て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
寛
政
期
の
小
倉
藩
家
老
で
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を

し
た
も
の
の
「
後
来
の
罪
悪
」（「
小
倉
藩
政
・
歴
代
藩
主
六
・
忠
苗
」
二
三

頁
）
に
よ
っ
て
失
脚
、
そ
の
事
跡
が
判
然
と
は
し
な
い
犬
甘
は
、
し
か

し
、
翌
寛
政
十
一
年
「
於
小
倉
去
年
領
内
の
諸
民
救
ひ
之
義
被
申
出
、
依

之
今
茲
二
月
十
五
日
よ
り
犬
甘
兵
庫
知
寛
を
は
じ
め
諸
役
人
郡
々
え
出
張

救
ひ
の
銀
子
を
施
行
せ
ら
る
」
（
同
上
二
四
頁
）
と
い
い
、
寛
政
十
年
「
書

付
」
に
示
さ
れ
た
救
済
策
は
一
部
実
現
し
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
は
「
持
参
之
田
地
は
不
及
申
少
々
づ
つ
に
て
も
田
畑
作
り
増
、
百
姓
之

根
元
田
畑
の
大
切
な
る
次
第
相
弁
へ
居
り
合
作
方
致
出
精
」（
同
上
二
三

頁
）
あ
る
い
は
「
郡
中
及
困
窮
候
如
者
、
風
儀
に
拘
り
候
事
に
付
別
し
て

倹
約
相
立
費
無
之
様
」（
同
上
二
四
頁
）
と
い
う
、
藩
側
の
百
姓
に
対
す

る
規
制
・
統
制
の
原
則
の
強
制
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
留
意
し

て
お
き
た
い
。

規
制
の
相
互
監
視

こ
の
よ
う
な
藩
側
の
統
制
・
規
制
は
、
近
世
初
期

に
制
度
的
に
は
成
立
し
て
い
た
五
人
組
制
度
を
通

じ
、
村
民
相
互
に
監
視
す
る
体
制
の
中
、
藩
側
か
ら
そ
の
効
果
が
期
待
さ

れ
た
だ
ろ
う
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
事
例
（「
五
人
組
申
し
合
わ
せ

の
事
」
有
門
家
文
書
、『
豊
前
市
史
』
上
巻
、
九
七
四
頁
）
だ
が
、
こ
れ
ま

で
述
べ
て
き
た
生
活
規
制
に
と
も
な
う
内
容
が
十
分
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
く
。
摘
記
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

一
、
両
親
へ
孝
行
・
実
儀
専
ら
に
い
た
し
、
家
内
・
従
類
睦
敷
、
農
業
出
精
い
た
し

候
申
し
合
わ
せ
の
事

一
、
御
年
貢
納
方
万
事
念
を
入
れ
、
収
納
割
り
日
延
び
に
相
成
ら
ざ
る
様
皆
済
致
し

候
申
し
合
わ
せ
の
事

一
、
吉
凶
に
付
、
聊
の
費
え
こ
れ
無
き
様
、
格
別
の
祝
儀
に
付
き
、
寄
り
合
い
の
節

一
汁
一
菜
、
肴
二
種
・
酒
三
献
限
り
、
過
酒
に
及
ば
ざ
る
様
第
一
申
し
合
わ
す
べ

し
、
仏
事
の
節
一
汁
三
菜
・
無
酒
の
事
、
其
の
外
神
事
・
祭
礼
等
の
節
、
相
互
に
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往
来
致
す
間
敷
申
し
合
わ
せ
の
事

一
、
市
中
は
勿
論
、
他
郡
へ
も
奉
公
に
罷
り
出
で
ず
候
申
し
合
わ
せ
の
事

一
、
市
中
へ
罷
り
出
で
手
寄
り
を
頼
み
、
色
々
の
儀
頼
み
込
み
候
儀
、
相
成
ら
ず
、

申
し
出
で
度
儀
は
筋
を
も
っ
て
申
し
出
で
候
申
し
合
わ
せ
の
事

一
、
他
方
へ
罷
り
出
で
逗
留
致
す
間
敷
申
し
合
わ
せ
の
事

一
、
馬
に
乗
ら
ず
申
し
合
わ
せ
の
事

一
、
他
国
神
社
仏
閣
抜
け
参
り
相
成
ら
ず
申
し
合
わ
せ
の
事

一
、
諸
役
目
念
を
入
れ
相
勤
め
候
申
し
合
わ
せ
の
事

こ
の
よ
う
に
生
活
全
般
に
わ
た
り
、
孝
行
、
農
業
出
精
、
年
貢
皆
済
や

諸
役
目
勤
め
、
倹
約
、
奉
公
禁
止
や
他
所
出
の
制
限
、
馬
乗
禁
止
な
ど
、

総
じ
て
藩
側
が
作
り
出
し
た
諸
秩
序
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、

そ
れ
を
守
ら
せ
る
べ
く
五
人
組
に
よ
る
相
互
監
視
と
い
う
制
度
が
取
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

差
別
の
強
化

安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
犬
甘
知
寛
が
家
老
に
就
任
し

た
。
翌
七
年
、
幕
府
は
差
別
さ
れ
る
人
々
の
風
俗
を
た

だ
す
と
い
う
内
容
の
達
を
出
し
た
が
、
小
倉
藩
で
は
、
幕
府
の
達
に
独
自

の
差
別
法
令
を
添
え
書
き
し
て
触
を
出
し
た
（『
北
九
州
市
史
』
近
世
、
四

一
二
頁
）。
す
な
わ
ち
、
被
差
別
者
は
許
可
な
く
百
姓
家
の
戸
口
か
ら
中

に
は
い
る
こ
と
を
禁
止
、
雨
天
の
場
合
に
は
菰
以
外
の
か
ぶ
り
物
禁
止
、

寺
社
や
多
く
の
人
が
出
る
場
所
、
ま
た
願
解
き
相
撲
・
勧
進
相
撲
や
芝
居

興
行
、
あ
る
い
は
火
災
現
場
の
近
く
へ
立
ち
入
る
こ
と
、
挙
動
不
審
者
・

遊
芸
人
・
他
国
者
を
家
に
入
れ
る
こ
と
な
ど
が
禁
止
さ
れ
た
。
穢
多
は
藁

か
引
き
裂
き
紙
で
髪
を
く
く
り
、
元
結
の
使
用
禁
止
、
牛
馬
の
処
理
を
し

た
場
合
の
後
か
た
づ
け
、
非
人
の
取
締
を
十
分
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
非
人

は
人
の
与
え
な
い
物
を
無
理
に
要
求
す
る
な
ど
わ
が
ま
ま
な
行
為
禁
止
、

小
屋
を
出
る
と
き
は
常
に
首
に
袋
を
掛
け
て
歩
き
、
帯
は
幅
の
広
い
も
の

を
禁
じ
小
さ
い
も
の
か
縄
を
締
め
る
こ
と
、
田
畠
作
業
は
も
ち
ろ
ん
人
に

雇
わ
れ
て
も
荷
物
を
担
っ
た
り
持
ち
歩
い
て
は
い
け
な
い
と
し
た
。
享
保

十
三
年
（
一
七
二
八
）
の
差
別
法
令
に
比
べ
、
差
別
強
化
が
進
め
ら
れ
、

藩
は
以
後
、
倹
約
令
と
同
時
に
差
別
法
令
を
出
す
施
策
を
展
開
す
る
。
倹

約
令
は
、
消
費
抑
制
に
よ
る
徴
収
強
化
と
と
も
に
各
身
分
の
生
活
様
式
の

規
制
を
も
意
味
し
、
こ
れ
と
差
別
法
令
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
。

ま
た
天
明
期
（
一
七
八
一
〜
八
九
）
に
は
三
年
以
降
、
天
災
に
よ
る
凶

作
続
き
で
、
天
明
五
年
に
は
疫
病
も
加
わ
っ
た
。
同
六
年
、
八
年
に
は
暴

雨
風
雨
で
凶
作
。
天
明
七
年
に
は
五
万
石
の
減
収
で
、
通
常
一
〇
万
石
か

ら
一
一
万
石
の
年
貢
収
納
高
は
八
万
石
に
満
た
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
な
か
、
安
永
七
年
の
差
別
法
令
が
再
度
発
布
さ
れ
て
い
る
。
寛

政
期
（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
）
に
は
大
雨
・
干
ば
つ
・
虫
害
な
ど
天
災

が
繰
り
返
し
凶
作
の
要
因
と
な
っ
た
（『
北
九
州
市
史
』
近
世
、
四
一
二
〜

三
頁
）。

寛
政
三
年
十
二
月
に
は
倹
約
令
が
出
さ
れ
た
（『
豊
津
町
史
』
上
巻
、
九

一
六
〜
八
頁
）。
内
容
は
「
質
素
倹
約
」
を
基
本
に
、
徒
党
禁
止
、
か
ぶ

り
物
規
制
、
芸
人
へ
の
宿
貸
禁
止
、
他
国
奉
公
の
禁
止
、
遊
芸
禁
止
、
衣

服
や
履
き
物
・
髪
差
物
な
ど
の
規
制
、
寺
社
参
詣
や
祭
礼
な
ど
の
規
制
な
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ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
生
活
規
制
を
更
に
徹
底
し
た
の
が

翌
年
二
月
の
穢
多
・
非
人
に
関
わ
る
差
別
法
令
で
あ
っ
た
（
同
上
、
九
一

八
〜
九
頁
）。
こ
れ
に
は
、（
１
）
穢
多
に
よ
る
他
国
穢
多
と
の
交
渉
や
猿

楽
や
勧
進
者
と
の
出
入
り
禁
止
、（
２
）
穢
多
の
衣
服
は
無
紋
の
青
染
め

と
し
百
姓
に
紛
れ
た
衣
服
使
用
の
禁
止
、（
３
）
穢
多
と
非
人
関
係
へ
の

庄
屋
関
与
、（
４
）
牛
骨
持
ち
歩
き
の
禁
止
、（
５
）
穢
多
に
よ
る
賃
雇
を

通
じ
た
非
人
使
用
の
禁
止
、（
６
）
穢
多
に
よ
る
非
人
の
手
下
支
配
の
徹

底
、（
７
）
穢
多
に
よ
る
非
人
小
屋
見
回
り
の
徹
底
な
ど
、
百
姓
身
分
か

ら
の
穢
多
・
非
人
身
分
の
差
別
化
の
徹
底
を
目
途
と
し
た
穢
多
に
よ
る
非

人
支
配
の
強
化
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
身
分
秩
序
維
持
と
百
姓
町
人

身
分
の
浮
浪
化
の
抑
制
、
一
体
行
動
の
抑
制
が
眼
目
と
な
っ
て
い
た
（
史

料
は
『
京
都
郡
誌
』
三
二
三
〜
三
二
六
頁
採
録
）。

田
川
郡
の
状
況

い
わ
ば
寛
政
期
の
犬
甘
の
惣
定
免
制
は
、
村
か
ら
み

れ
ば
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
田
川
郡
添
田

手
永
の
大
庄
屋
中
村
氏
が
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
で
評
価
し
て
い
る

（「
演
説
申
上
覚
」『
小
倉
藩
田
川
郡
添
田
手
永
大
庄
屋
記
録
集
』
七
隈
史
料

叢
書
六
、
二
四
九
〜
二
五
二
頁
）。
つ
ま
り
田
川
郡
は
「
地
免
も
宜
作
方
仕

入
も
手
丈
夫
に
仕
御
上
納
米
も
手
早
に
皆
納
候
由
、
尤
も
年
の
豊
凶
に
寄

り
御
検
見
の
上
相
当
の
御
物
成
引
仰
付
ら
れ
来
た
り
候
」
と
、
比
較
的
良

好
な
状
況
で
あ
っ
た
が
、「
近
年
困
窮
」
に
な
っ
た
原
因
は
検
見
を
実
施

し
な
か
っ
た
「
惣
定
免
」
に
あ
る
と
し
た
。

寛
政
五
丑
年
よ
り
御
検
見
無
御
座
候
様
相
成
、
享
和
二
戌
年
迄
拾
ヶ
年
之
間
豊
凶
ニ

不
相
拘
惣
定
免
ニ
而
無
御
引
之
御
取
立
被
仰
付
、
御
郡
中
必
至
困
窮
仕
、
並
々
之
百

姓
は
不
及
申
、
古
来
よ
り
取
続
候
高
持
百
姓
抱
持
之
徳
田
・
家
財
・
諸
色
売
払
数
百

軒
滅
亡
、
人
少
と
罷
成
無
主
悪
田
（
ア
ク
テ
ン
）
余
計
村
作
と
相
成
、
肥
手
入
等
不

行
届
、
稲
作
ニ
不
限
畠
作
迄
も
難
渋
之
村
柄
程
作
劣
ニ
相
成
、
自
然
と
地
味
相
衰
候

間
、
上
田
も
下
田
ニ
位
を
落
し
御
郡
中
衰
微
之
基
と
罷
成
申
候

こ
の
よ
う
に
豊
凶
に
か
か
わ
ら
ず
定
免
と
な
っ
た
た
め
「
御
郡
中
必
至

困
窮
」
と
な
り
、
並
百
姓
（
無
高
百
姓
の
こ
と
か
）
の
み
な
ら
ず
高
持
百

姓
ま
で
田
や
家
財
な
ど
を
売
り
払
う
始
末
で
、
数
百
軒
が
「
滅
亡
」
し
、

そ
の
結
果
、
耕
作
人
口
も
減
少
し
て
「
地
味
相
衰
」
て
「
御
郡
中
衰
微
之

基
」
と
な
っ
た
と
嘆
い
て
い
る
。

京
都
郡
の
農
村
状
況

こ
の
時
期
の
御
建
替
仕
法
と
本
町
域
も
含
ま
れ

る
京
都
郡
の
具
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
、「
寛

政
十
三
年
条
目
」
が
参
考
に
な
る
（「
小
倉
藩
法
令
」『
福
岡
県
史
資
料
』
第

四
輯
、
五
九
六
〜
六
〇
二
頁
）。
こ
れ
は
寛
政
十
三
年
正
月
、
京
都
郡
の
筋

奉
行
（
関
又
右
衛
門
）
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

全
三
二
条
か
ら
な
る
が
、
第
一
条
で
京
都
郡
の
農
村
状
況
が
記
さ
れ

る
。
同
郡
は
本
来
、「
人
不
足
」
の
と
こ
ろ
で
、
近
年
、
特
に
「
莫
大
の

余
り
地
」
が
生
じ
た
。
そ
の
余
り
地
経
営
の
た
め
に
扱
い
米
を
拝
領
し
て

い
る
が
、
余
り
地
の
諸
上
納
分
に
充
当
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
手
余
り

地
が
村
の
再
生
産
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
村
ま
で
も
、
手
余
り
地
で
荒
廃

し
て
い
る
村
へ
の
融
通
米
を
支
弁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
困
窮
に

陥
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
荒
廃
し
た
村
を
余
裕
あ
る
村
が
救
済
す
る
と
さ
れ
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る
惣
定
免
制
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
郡
中
で
の
合
議
の
結
果
、
救

済
米
銀
を
藩
か
ら
下
付
し
て
も
ら
い
、
余
り
地
の
な
い
よ
う
に
新
百
姓
の

仕
据
え
を
は
か
り
た
い
と
結
論
し
た
。「
已
前
よ
り
立
替
の
仕
法
等
も
有

之
候
得
共
、
兎
角
不
致
成
就
」
と
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
か
ら
の
建
替

仕
法
も
成
功
し
て
い
な
い
と
の
主
張
は
、
本
百
姓
救
済
を
骨
子
と
す
る
村

諸
階
層
へ
の
課
税
対
象
の
拡
大
策
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
課
税
対
象
を
無

高
百
姓
・
遊
民
・
諸
職
人
・
諸
商
人
へ
広
げ
る
と
い
う
考
え
方
を
更
に
進

め
、
こ
れ
ら
の
階
層
よ
り
の
新
百
姓
の
取
立
て
を
主
張
し
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
そ
の
た
め
の
費
用
を
藩
へ
願
い
出
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
条
以
下
は
細
目
が
あ
る
が
、
第
二
・
三
条
に
は
「
日
分
け
男
」
と

い
う
名
称
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
農
業
経
営
の
労
働
力
と
し
て
あ

ら
わ
れ
た
新
し
い
奉
公
人
で
、「
亭
主
の
心
掛
け
に
て
一
ヶ
年
の
日
数
に

積
り
候
て
は
、
日
分
け
男
一
人
召
抱
候
程
の
夫
力
」
と
、
百
姓
の
労
働
に

対
す
る
出
精
次
第
で
は
日
分
男
一
人
分
の
労
働
力
を
生
む
と
し
て
い
る
。

日
分
男
な
ど
を
含
め
た
小
作
人
に
は
増
作
さ
せ
、
そ
れ
で
も
残
っ
た
耕
地

は
新
百
姓
に
耕
作
さ
せ
、
手
余
り
地
を
な
く
す
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
第

七
条
で
は
新
百
姓
を
仕
据
え
る
村
に
小
作
地
を
所
持
し
て
い
る
他
村
の
地

主
に
は
、
今
後
三
年
間
自
作
を
申
し
付
け
る
と
し
、
新
百
姓
仕
据
え
を
優

先
す
る
意
図
が
示
さ
れ
る
が
、
第
一
〇
条
で
も
附
下
げ
作
を
禁
止
し
て
い

る
。
こ
れ
は
耕
作
を
請
け
負
う
者
と
年
貢
完
納
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
村
、

つ
ま
り
庄
屋
な
ど
の
村
役
人
と
が
契
約
し
て
、
手
余
り
地
の
耕
作
を
請
け

負
っ
た
者
に
何
ら
か
の
利
益
を
保
証
す
る
方
法
と
み
ら
れ
る
が
（『
北
九

州
市
史
』
近
世
、
三
七
六
頁
）、
こ
の
禁
止
は
請
負
・
小
作
よ
り
も
百
姓
取

立
を
優
先
す
る
考
え
方
が
背
景
に
あ
ろ
う
。
ま
た
第
一
一
・
一
五
条
に
は

他
領
や
他
郡
か
ら
の
新
百
姓
・
居
住
者
へ
の
許
可
や
優
遇
も
決
め
ら
れ
て

い
る
。

と
こ
ろ
で
第
二
八
条
は
当
時
の
百
姓
の
家
格
意
識
と
藩
側
の
認
識
の
ず

れ
を
教
え
て
く
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
倒
れ
百
姓
」
は
「
家
業
筋
不
心
掛
」

で
「
家
居
田
畠
仕
失
」
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
先
祖
の
家
筋
」
を
申

し
立
て
祭
座
な
ど
で
「
上
席
に
座
付
」
の
は
「
甚
心
得
違
」
と
断
言
す
る
。

そ
こ
に
は
、
百
姓
と
は
「
作
高
を
以
、
立
身
」
し
「
上
よ
り
も
御
用
ひ
被

仰
付
」
る
存
在
と
す
る
藩
側
の
認
識
が
あ
っ
た
村
・
地
域
社
会
の
構
成
員

間
に
み
ら
れ
た
階
層
秩
序
が
、
旧
来
か
ら
の
家
格
に
よ
る
も
の
か
百
姓
経

営
姿
勢
の
反
映
と
み
ら
れ
た
持
高
（
作
高
）
に
よ
る
の
か
。
藩
側
は
後
者

の
立
場
か
ら
い
わ
ば
新
た
な
百
姓
存
在
の
意
義
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
京
都
郡
の
事
例
か
ら
も
こ
の
時
期
・
寛
政
期
の
農
政
の
方

針
が
、
建
替
仕
法
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
手
余
り
地
の
解
消
、
そ
の
た
め

の
新
百
姓
の
仕
据
え
と
地
主
制
の
抑
制
、
ま
た
事
実
上
の
階
層
変
動
に
伴

う
百
姓
の
意
識
是
正
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

久
保
手
永
に
対
す
る

藩
側
の
眼
差
し

と
こ
ろ
で
こ
の
条
目
に
具
体
的
な
地
名
（
手
永

名
）
が
一
か
条
に
の
み
記
さ
れ
る
。
そ
れ
は
勝

山
町
域
に
重
な
る
久
保
手
永
に
関
し
た
第
三
〇
条
で
あ
る
。

一
、
久
保
手
永
の
義
は
、
前
々
よ
り
莫
大
の
御
米
銀
、
年
々
願
受
、
御
損
毛
掛
来
候

得
共
、
何
分
に
も
不
立
直
候
、
畢
竟
人
気
風
義
悪
敷
、
作
方
不
励
み
、
上
に
も
た
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れ
ヶ
間
敷
、
庄
屋
共
迄
も
心
得
方
不
風
聞
有
之
候
、
以
来
の
義
は
下
方
の
人
気
立

直
り
候
様
、
為
可
申
聞
役
々
の
心
得
、
急
度
相
改
、
手
永
立
直
り
候
様
、
可
勤
上

事

久
保
手
永
は
以
前
か
ら
多
く
の
米
銀
受
給
（
藩
か
ら
の
救
済
な
い
し
拝

借
米
銀
を
指
す
。
田
川
郡
金
田
手
永
の
場
合
、
商
人
な
ど
か
ら
の
他
借
も
含

め
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
段
階
で
米
換
算
六
〇
〇
〇
石
ほ
ど
あ
っ
た
と

い
う
。「
手
永
内
村
々
借
財
ニ
付
演
説
差
出
」〔
六
角
家
文
書
「
文
政
二
年

備
忘
録
」〕）
に
も
か
か
わ
ら
ず
立
直
ら
ず
、
か
え
っ
て
「
人
気
」
が
悪
化

し
、
耕
作
に
専
念
せ
ず
、
藩
側
の
救
済
頼
み
の
姿
勢
が
み
ら
れ
る
の
は
、

庄
屋
層
の
心
得
方
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
地
域
民
の
「
人
気
立
直
」

（
労
働
意
欲
と
秩
序
意
識
の
回
復
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
）
の
た
め
村
役
層

の
心
得
を
改
め
手
永
が
立
ち
直

る
よ
う
に
す
べ
き
と
す
る
。
こ

こ
に
は
、
広
大
な
手
余
地
の
発

生
を
と
も
な
い
藩
側
の
救
済
を

願
い
出
ざ
る
を
得
な
い
地
域
社

会
零
落
の
背
景
の
一
端
が
、
庄

屋
な
ど
の
村
役
人
の
い
わ
ば
職

務
意
識
の
低
下
な
い
し
変
容
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
第
三
一
条
で
は
、
久
保
手
永

の
問
題
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら

京
都
郡
や
小
倉
藩
領
全
体
に
も
関
わ
る
問
題
で
あ
る
庄
屋
役
に
つ
い
て

「
庄
屋
役
の
義
は
身
柄
は
軽
く
候
得
共
、
役
前
の
義
は
至
て
重
き
勤
方
に

候
。（
略
）
仮
初
な
が
ら
一
村
中
を
頭
取
老
若
男
女
の
一
身
柄
は
勿
論
、

御
田
地
御
取
箇
の
御
法
、
山
林
海
川
迄
も
御
任
せ
被
置
候
重
き
役
柄
に
候

得
ば
、
下
方
疎
不
申
様
、
上
下
御
為
宜
敷
相
勉
上
事
」
と
、
庄
屋
役
が
村

民
の
身
上
の
み
な
ら
ず
年
貢
徴
収
や
山
林
海
川
の
利
用
な
ど
を
委
任
さ
れ

た
「
上
下
御
為
」
に
勤
め
る
「
重
き
役
柄
」
で
あ
る
と
、
改
め
て
確
認
さ

れ
た
。

出
奔
者
と
深
ま
る

差

別

意

識

寛
政
十
三
年
（
一
八
〇
一
）、
藩
は
出
奔
百
姓
の

捜
査
を
村
の
責
任
と
し
、
探
し
出
し
た
出
奔
百
姓

を
被
差
別
民
と
す
る
よ
う
定
め
た
。
こ
れ
は
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）、

幕
府
が
凶
作
で
流
浪
し
た
者
を
被
差
別
民
と
す
る
規
定
に
類
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
の
法
令
で
、
穢
多
が
普
請
や
助
郷
、
そ
の
ほ
か
臨
時
の

出
夫
を
し
な
い
か
わ
り
に
納
入
が
定
め
ら
れ
て
い
た
夫
役
銭
の
免
除
と
引

き
換
え
に
、
作
高
に
応
じ
て
草
履
・
草
鞋
を
納
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。被

差
別
部
落
者
に
は
、
人
間
が
足
の
先
に
履
く
も
の
を
作
ら
せ
て
お
け

ば
よ
い
、
百
姓
と
同
等
の
仕
事
は
さ
せ
な
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
そ
の
よ

う
な
作
業
を
役
目
と
し
て
お
し
つ
け
た
。
特
定
の
仕
事
の
強
制
に
よ
る
差

別
感
の
強
化
と
い
え
る
（『
北
九
州
市
史
』
近
世
、
四
一
七
頁
）。

善
行
者
の
褒
賞

こ
の
よ
う
な
災
害
や
農
政
の
不
備
な
ど
も
要
因
に
生

じ
た
農
村
・
地
域
社
会
の
変
化
は
小
倉
藩
領
の
み
の

写真５―１４ 久保手永地域
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問
題
で
は
な
く
、
あ
る
意
味
で
は
全
国
的
な
問
題
で
あ
っ
た
。
幕
藩
領
主

は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
家
族
問
題
な
ど
を
重
視
し
た
農
業
経
営

の
労
働
力
の
安
定
化
を
望
み
、
親
な
ど
へ
の
孝
行
者
、
夫
へ
の
貞
節
者
、

年
貢
な
ど
の
早
期
納
入
者
な
ど
を
、
善
行
者
と
し
て
褒
賞
す
る
政
策
を
展

開
し
た
。
幕
府
は
、
寛
政
元
年
、
諸
国
単
位
に
「
孝
義
録
」（
菅
野
則
子

校
訂
『
官
刻
孝
義
録
』）
を
作
成
し
た
。
そ
の
凡
例
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
る
。一

、
此
書
ハ
寛
政
元
年
に
命
せ
ら
れ
て
、
御
料
私
領
の
善
行
あ
る
者
を
書
上
し
め
、

国
郡
姓
名
褒
美
の
年
月
を
書
つ
ら
ね
、
褒
美
な
き
も
国
郡
姓
名
を
し
る
し
て
世
に

伝
ふ
、
見
る
人
興
起
す
る
の
心
あ
ら
ハ
風
化
の
一
助
と
も
な
り
な
ん
と
て
、
そ
の

中
に
殊
に
優
れ
た
る
者
ハ
こ
れ
か
伝
を
た
て
、
書
き
つ
ら
ね
た
る
姓
名
の
上
に
圏

を
加
ふ
、
そ
の
品
目
ハ
孝
行
者
忠
義
者
忠
孝
者
貞
節
者
兄
弟
睦
者
家
内
睦
者
一
族

睦
者
風
俗
宜
者
潔
白
者
奇
特
者
農
業
出
精
の
類
ひ
な
り

一
、
孝
ハ
人
の
重
し
と
す
る
所
な
れ
ば
、
他
の
善
行
多
し
と
い
へ
と
も
孝
行
を
も
て

題
す
、
婦
ハ
孝
と
貞
と
軽
重
な
し
、
ゆ
へ
に
其
行
ひ
の
至
れ
る
方
に
て
名
つ
く
、

孝
子
の
忠
を
兼
た
る
も
又
是
に
同
し

つ
ま
り
御
料
（
幕
府
直
轄
領
）
や
私
領
（
藩
領
・
旗
本
領
）
を
超
え
て

「
善
行
」
者
を
全
国
か
ら
の
報
告
に
基
づ
い
て
書
き
上
げ
た
書
物
で
、
具

体
的
に
は
孝
行
者
・
忠
義
者
・
忠
孝
者
・
貞
節
者
・
兄
弟
睦
ま
じ
き
者
・

家
内
睦
ま
じ
き
者
・
一
族
睦
ま
じ
き
者
・
風
俗
よ
ろ
し
き
者
・
潔
白
者
・

奇
特
者
・
農
業
出
精
者
な
ど
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
「
善
行
」
を
「
孝

行
」
に
代
表
さ
せ
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
人
間
関
係
や
労
働
組
織
の
基

本
で
あ
る
親
子
・
夫
婦
・
兄
弟
・
親
族
と
い
う
広
義
の
家
族
意
識
に
基
づ

い
た
地
域
社
会
や
支
配
関
係
の
秩
序
回
復
な
い
し
維
持
と
考
え
ら
れ
る
。

領
内
の
善
行
者

も
う
少
し
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。
先
述
の
幕
府

「
孝
義
録
」
は
、
国
単
位
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
小

倉
藩
領
に
あ
た
る
豊
前
国
の
記
載
も
あ
り
こ
の
う
ち
京
都
郡
に
つ
い
て
摘

記
す
れ
ば
、

孝
行
者

小
笠
原
右
近
将
監
分
京
都
郡
行
事
村

百
姓

彦
右
衛
門

五
三
才

享
保
一
六
年

褒
美

孝
行
者

同
領
京
都
郡
西
谷
村

百
姓
太
作
妻

さ
よ

三
〇
才

天
明
八
年

褒
美

孝
行
者

同
領
京
都
郡
黒
田
村

百
姓

卯
吉

三
九
才

天
明
八
年

褒
美

の
三
名
が
見
ら
れ
る
。
現
町
域
に
関
わ
る
黒
田
の
「
百
姓

卯
吉
」
の
名

前
も
確
認
で
き
る
が
、
残
念
な
が
ら
他
国
に
は
み
ら
れ
る
内
容
記
述
が
豊

前
国
に
つ
い
て
は
見
ら
れ
な
い
た
め
褒
美
理
由
な
ど
こ
こ
で
は
詳
細
は
分

か
ら
な
い
。
し
か
し
小
倉
藩
に
は
幕
末
期
に
郡
代
河
野
四
郎
の
奨
励
に

こ
う

ぎ

せ
い
ひ
ょ
う
ろ
く

ど
う

び

こ
う
に
じ
ゅ
う
は
ち

よ
っ
て
毛
利
正
春
が
編
述
し
た
「
孝
義
旌
表
録
」「
同
徴
」「
孝

廿

八

に
ん
で
ん

人
伝
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
は
元
禄
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
か
ら
文

久
期
（
一
八
六
一
〜
六
四
）
に
か
け
藩
領
内
の
褒
賞
を
う
け
た
人
々
に
つ

い
て
記
録
し
た
も
の
で
、
文
久
二
年
よ
り
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
ま
で

六
郡
の
村
々
を
ま
わ
り
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
編
纂
が
な
っ
た
と

い
う
。『
福
岡
県
史
資
料
』
続
第
一
輯
に
は
伝
存
し
て
い
る
な
か
で
、「
孝
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義
旌
表
録
目
録
」
お
よ
び
京
都
・
仲
津
・
築
城
三
郡
の
「
孝
義
旌
表

録
」、
上
毛
・
企
救
・
田
川
三
郡
の
同
略
伝
、
小
倉
城
下
の
廿
八
人
伝
を

掲
載
す
る
。
こ
の
う
ち
目
録
に
よ
っ
て
各
郡
手
永
ご
と
の
褒
賞
者
数
を
一

覧
す
れ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

企
救
郡＝

一
三
二
人

津
田
（
二
八
）・
片
野
（
一
七
）・
城
野
（
一
三
）・
富
野
（
二
五
）

今
村
（
二
三
）・
小
森
（
二
六
）

田
川
郡＝

一
四
二
人

糒
（
二
〇
）・
伊
田
（
九
）・
添
田
（
二
六
）・
猪
膝
（
八
）

金
田
（
五
八
）・
上
野
（
二
一
）

京
都
郡＝

二
一
三
人

新
津
（
五
七
）・
延
水
（
五
三
）・
黒
田
（
五
七
）・
久
保
（
四
六
）

仲
津
郡＝

一
六
〇
人

元
永
（
四
八
）・
平
島
（
三
五
）・
国
作
（
三
七
）・
永
井
（
二
一
）

節
丸
（
一
九
）

築
上
郡＝

九
二
人

椎
田
（
二
四
）・
八
田
（
二
九
）・
安
武
（
二
六
）・
角
田
（
一
三
）

上
毛
郡＝

一
一
二
人

三
毛
門
（
四
六
）・
友
枝
（
三
九
）・
岸
井
（
一
〇
）・
黒
土
（
一
七
）

勝
山
町
域
が
含
ま
れ
る
京
都
郡
が
領
内
六
郡
（
上
毛
郡
の
岸
井
・
黒
土

は
小
倉
新
田
藩
領
）
の
な
か
で
褒
賞
者
数
は
抜
き
ん
出
て
多
い
。
人
口
比

で
の
確
認
は
し
て
い
な
い
が
、
当
町
域
及
び
周
辺
に
は
藩
側
が
求
め
る
百

姓
像
に
近
い
人
々
が
真
摯
に
生
き
て
い
た
証
し
と
も
み
ら
れ
る
が
、
反
体

制
的
な
新
た
な
社
会
的
動
き
へ
の
家
族
倫
理
観
な
ど
を
通
し
た
藩
側
の
抑

止
策
と
も
考
え
ら
れ
る
。

勝
山
町
域

の
善
行
者

先
述
の
目
録
に
よ
れ
ば
、
勝
山
町
域
の
村
別
の
褒
賞
者

数
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

黒
田
手
永

上
黒
田
（
五
）・
中
黒
田
（
五
）・
下
黒
田
（
四
）・
上
田
（
五
）

箕
田
（
四
）・
長
川
（
二
）・
浦
川
内
（
一
）・
岩
熊
（
二
）

宮
原
（
一
）・
矢
山
（
三
）・
池
田
（
二
）

久
保
手
永

新
町
（
三
）・
御
手
水
（
五
）・
菩
提
（
二
）・
上
野
（
二
）

図
師
（
四
）・
飛
松
（
一
）・
上
久
保
（
三
）・
中
久
保
（
一
）

下
久
保
（
二
）

久
保
手
永
の
下
田
・
平
尾
二
村
が
み
え
な
い
も
の
の
、
全
域
に
あ
る
意

味
で
平
均
的
に
み
ら
れ
、
前
述
の
よ
う
に
藩
側
の
作
為
的
な
意
図
が
み
え

な
く
も
な
い
。

で
は
「
孝
義
旌
表
録
」
の
京
都
郡
分
で
具
体
的
に
勝
山
町
域
の
褒
賞
者

に
つ
い
て
紹
介
し
、
こ
の
よ
う
な
点
を
更
に
み
て
お
き
た
い
。
先
述
の
幕

府
「
孝
義
録
」
掲
載
の
京
都
郡
三
人
は
、
い
ず
れ
も
「
孝
義
旌
表
録
」
に

も
確
認
で
き
る
。
こ
の
う
ち
黒
田
村
卯
吉
は
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
下

黒
田
村
生
ま
れ
。
母
は
早
く
亡
く
な
り
、
父
清
兵
衛
は
安
永
八
年
（
一
七

七
九
）、
つ
ま
り
卯
吉
三
一
歳
の
と
き
に
「
中
風
」
と
な
り
、
卯
吉
が
父
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の
「
起
臥
を
助
け
、
折
々
父
を
背
負
て
、
宮
寺
に
参
り
、
又
は
田
畠
を
見

せ
て
、
父
の
心
を
慰
め
な
ど
し
て
、
孝
養
を
盡
し
け
る
」
と
い
う
よ
う

に
、
身
体
が
不
自
由
な
父
に
一
〇
年
間
孝
養
を
つ
く
し
た
と
い
う
。
天
明

八
年
（
一
七
八
八
）
父
の
死
亡
時
に
は
食
事
を
数
日
間
と
ら
な
い
ほ
ど
の

落
胆
ぶ
り
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
は
い
わ
ば
身
体
障
害
の
父
の
手
足
と

な
っ
た
孝
行
者
と
し
て
卯
吉
は
描
か
れ
、
そ
の
子
孫
（
二
男
清
兵
衛
・
娘

ゆ
き
・
ゆ
き
末
子
健
助
・
清
兵
衛
子
の
木
村
清
吉
・
清
吉
の
弟
彦
助
）
た
ち

が
「
御
国
恩
報
謝
」
の
た
め
米
献
上
あ
る
い
は
褒
賞
し
た
旨
を
追
記
す

る
。ゆ

き
は
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）、
卯
吉
の
娘
と
し
て
下
黒
田
村
に
生

ま
れ
、
吉
国
村
仙
吉
に
嫁
し
た
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
仙
吉
死
去

後
も
農
業
に
精
出
し
舅
姑
や
子
供
三
人
を
女
手
一
つ
で
養
育
し
た
と
描
か

れ
る
。
京
都
郡
奉
行
や
延
永
手
永
大
庄
屋
・
庄
屋
か
ら
褒
賞
を
う
け
、
特

に
藩
主
忠
徴
初
入
国
に
際
し
て
は
、
木
綿
二
反
を
献
じ
、
藩
主
か
ら
「
女

は
農
業
の
間
に
紡
績
を
営
み
、
舅
姑
に
能
仕
へ
、
子
供
を
養
育
し
農
業
を

働
く
」
と
し
て
、
綿
を
下
賜
さ
れ
た
。
い
わ
ば
褒
賞
と
し
て
綿
に
は
勤
勉

な
「
孝
婦
」
の
意
味
が
象
徴
さ
れ
よ
う
。

上
久
保
村
に
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
生
ま
れ
た
庄
之
助
は
幼
年
で

上
稗
田
村
庄
左
衛
門
の
養
子
に
な
っ
た
が
、
養
子
先
は
「
極
貧
」
で
養
父

母
も
老
年
の
た
め
農
業
も
で
き
ず
、
庄
之
助
は
他
家
奉
公
の
給
金
で
両
親

を
養
っ
た
と
い
う
。
藩
と
の
関
係
で
本
記
録
を
編
纂
し
た
毛
利
正
春
は
庄

之
助
と
実
際
に
会
い
「
貞
実
温
和
の
風
有
り
て
、
末
頼
し
き
若
も
の
」
と

の
印
象
を
記
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
結
局
孝
行
者
（
養
父
母
や
女
性
で
あ
れ
ば
嫁
い
だ

「
家
」
の
舅
姑
な
ど
）
で
あ
る
こ
と
が
子
孫
に
い
た
る
ま
で
「
国
」（
こ
こ

で
は
藩
の
こ
と
）
の
恩
・
褒
賞
を
受
け
、
ま
た
こ
れ
へ
謝
意
を
あ
ら
わ

す
、
と
い
う
い
わ
ば
レ
ト
リ
ッ
ク
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の

よ
う
に
み
れ
ば
「
善
行
者
」
の
褒
賞
は
藩
側
に
よ
る
体
制
維
持
の
意
図
が

あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
か
か
る
問
題
は
次
に
み

る
近
世
後
期
の
地
域
社
会
変
容
の
中
で
、
特
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

第
四
節

近
世
後
期
の
農
政
と
地
域
社
会

年
貢
徴
収
法

明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
ご
ろ
打
ち
出
さ
れ
た
検
見
が

な
い
惣
定
免
制
は
村
方
に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
そ
の
傾
向
は
漸
次
強
ま
っ
た
。『
郡
典

私
志
』
に
よ
れ
ば
、「
上
検
」
と
い
う
制
度
は
、
企
救
郡
で
は
寛
政
四
年

を
最
後
に
廃
止
さ
れ
、
他
の
郡
に
つ
い
て
は
田
川
郡
・
築
上
郡
で
は
み
ら

れ
た
が
、
そ
の
ほ
か
は
な
い
と
し
て
い
る
。
上
検
と
は
、
破
免
を
願
い
出

る
こ
と
を
指
し
、
藩
の
検
見
役
の
指
示
の
も
と
に
年
貢
料
を
決
定
す
る
こ

と
で
、
坪
刈
な
ど
の
煩
雑
な
手
続
き
を
要
し
た
。
か
つ
て
は
凶
年
の
と
き

に
必
ず
行
わ
れ
破
免
検
見
と
称
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
減
免
措
置
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
煩
雑
で
費
用
も
か
か
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
京
都
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